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跡地活用のアイデアを考えよう
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グループワークの進行役として、阿佐谷地域で活動するメンバーが 1 名、
補助として区職員 1 名が各班に入り、みなさまの意見交換をお手伝いしました。
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前半

杉一小移転後の跡地のことを知ろう！
将来像や跡地のこれからを話そう！

あさがやまちづくりセッション 第8回
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あさがやまちづくりセッション第8回【前半】
開催当日の流れ



区からの説明を受けて、跡地活用について考えていくにあたっての
想い、気付き、分からなかったこと、もやもやしたことを付箋に書き、
グループ内で一人ずつ発表し、共有しました。

グループ内の発表者から出された
“疑問”や“もやもや”について、知っている情報や、
知識などを共有し、解消しました。

跡地活用を考える上での“もやもや”を解消しよう

準備体操ワーク
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・災害時に帰宅困難者を受け入れる施設

高円寺防災住宅及び防災会議室の移転

高円寺学園学区の児童館に活用
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A 班

発表内容

私たちの班では「緑」「防災」「子育て・遊び場」が主要
テーマとなりました。中杉通り―世尊院―神明宮へ
と続く緑をつなぎ、建物にも象徴的な緑を取り入れ
てほしいという声が上がりました。杉一小の花壇や
桜を残せないかという意見もありました。防災で
は、建物と広場を日常の拠点とし訓練にも活用する
こと、雨庭などのグリーンインフラで雨水を地中に
浸透させる工夫を求めました。子どもが安心して遊
べ大人も憩える駅近の場の整備を望む声が多く、あ
わせて芸術文化を育む施設や小規模図書館、駅前に
ふさわしいシンボリックなホールの設置を希望する
意見が出ました。



B 班

発表内容

B班は、阿佐谷を愛するメンバーが、駅近という立地
を生かした将来像を議論しました。特徴は①文化の
拠点化と②街のシンボルづくりです。文化面では、
美術館の誘致や、小規模が点在する現状を踏まえた
大きなホールの整備を提案しました。シンボルは高
塔ではなく、屋上カフェ等の眺望空間を想定しまし
た。併せて、大木の再生・保全による緑の創造、病院
や学校に通う多様な人が憩える図書館やカフェス
ペース、市民が学び教え合う教室・ラボ等の「発信の
場」を求めました。さらに、区役所至近の強みを生か
し、帰宅困難者受入れや水害に配慮した防災拠点化
を目指すべきだとまとめました。



C 班

発表内容

C班は、①多様性・子育て・防災、②文化、③自然を柱
に議論しました。多様性では、子どもが安心して暮
らせ、世代や国籍を超えて交流できる駅前の場を整
え、日常から防災の拠点となることを目指したいと
考えました。文化では、イベント情報が集約される

「行けば分かる」拠点や、商業と一線を画す賑わい施
設、小規模でも誇れる図書館の整備を望みました。
自然では、目的なくくつろげるベンチや小さな森、
屋上・壁面緑化を提案し、全天候で大人と子どもが
学べる場を志向しました。併せて、100年先を見据え
自然本位で植生を選ぶ「パーマカルチャー」の考え
方も共有しました。

※「パーマカルチャー」とは、100年先を思い描き、畑や稲作
など人間主体ではなく、自然を基準に「何を植え、どの木を
育てるか」を選び、持続的に緑を増やしていく考え方です。

（発表者より）



D 班

発表内容

D班では、利便性の高い立地を生かし、多様な使い方
ができる場にしたいというアイデアが出ました。小
学校跡地であることから、子どもが参加・体験でき
る美術館や図書館の併設を望む声がありました。建
物内部は将来的に用途変更できる柔軟性を持たせ、
外周は緑を配して、目的がなくても人が自然に集ま
りベンチでくつろげる居心地のよい空間にしたいと
しました。駅近の特性を踏まえ、今後の開発を見据
えた道路の整理や防災機能の強化も必要だとまとま
りました。最終的には、これらを一体的に備えた「日
常の居場所」を目指す方向で意見が多くでました。



E 班

発表内容

E班では、情熱的なメンバーから次の三点が挙がり
ました。一つ目としては失われたケヤキの緑を取り
戻し「森」をつくりたいこと、そして二つ目にはその
森を日陰や憩いの場として活かし、普段から人が集
まり非常時は防災拠点となる広場にしたいこと、最
後に三つ目として、東京を代表する文化発信の地と
して美術館を中心に据え、「森の美術館」みたいなの
を造ってみては面白いのでは？というアイデアがで
ました。場所性を重んじ、森と美術を継承していく
あり方など、僕もすごい面白かったなと思いまし
た。



F 班

発表内容

F班では、「あらゆる世代の区民の居場所となる複合
施設」をテーマに、次のようなアイデアが挙がりま
した。健康面では、近隣の選択肢が限られることか
ら、体育館や温水の室内プールがあるとよいという
案。文化面では、図書館・博物館・美術館・アニメー
ションミュージアムなどの設置案。防災時に避難所
として機能する設計や、屋上での農業体験ができる
緑地の案も出ました。猛暑で学校プールが使えない
日がある現状に触れ、通年利用の室内プールがある
と助かる、という声もありました。



強い
などの があったという文化的な歴史。

とシンボル性。

「これが良い」「これはダメ」という具体的な議論だけでなく、この場所でどんな活動
が行われ、どんなシーンが生まれるのかを具体的に思い描くことが重要です。具体的な
用途をゼロイチで決めるのではなく、どんな場で、どんな人が、どんな活動をするかを
イメージし、跡地の計画にインプットさせることが良いのではないかと思いました。



ワークショップの最後には、参加者がそれぞれ頭の中に思い浮かべる跡地活用の

アイデアを記入できるシートをお持ち帰りいただき、後半に向けての準備を

行っていただきました。
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ま ち づ く り
セ ッ シ ョ ン 第８回

令和７年９月20日（土）
14時～17時

杉並第一小学校移転後の
跡地活用のアイデアを考えよう

前半

０１



本 日 の テ ー マ

「杉並第一小学校移転後の跡地活用のアイデアを考えよう」

杉並第一小学校
杉並第一小学校移転地

❖今回のセッションの目的❖
区民の皆さんが考える

跡地活用のアイデアを聞くこと

０２



地域の皆さんが、普段、阿佐谷で生活している際に感じる

「もっとこうなったら良いのに」は、人によって様々だと思います。

こうした様々な方の思いを汲み取り、阿佐谷のまちの課題や将来像に

ついて話し合い、共有・協働する場です。

あさがやまちづくりセッションとは

【テーマ自由型】

話し合うテーマを区民の皆様との

ワークショップで決めていきます。

【テーマ指定型】

杉並区から、行政課題の検討などに向

けて、話し合うテーマを指定します。

０３



柴田真光

しばたまさみつ

● 阿佐谷北一丁目町会（第五部部長）

● 杉並第一小学校震災救援所連絡会

● 地域防災コーディネーター（DCN）・防災士

● 阿佐谷ジャズストリート実行委員会（事務局長）

● あさがや能・狂言の会（事務局長）

● ネイバーズグッド株式会社 代表取締役

司会者の紹介
０４



０５
シェアハウス 2015年～ （阿佐谷北一丁目）司会者の紹介



０６
地域活動司会者の紹介



矢口 哲也

早稲田大学 創造理工学部 建築学科教授

ヤグチ テツヤ

1971年神奈川県生まれ。建設会社勤務を経て、カリフォルニア大学バークレー校環境デザイ

ン学部アーバンデザイン専攻修了。アメリカのランドスケープ事務所の勤務後、2016年より

早稲田大学創造理工学部教授。都市の持続性について、環境的・社会的・経済的な視点から

研究を行い、実際の都市デザインへの還元を実践している。東京都港区景観審議会委員・新

宿区ユニバーサルデザインまちづくり審議会委員・城下のまち鶴岡将来構想策定委員会委員

など務める。

０７
学識経験者の紹介



グループワークの進行役１名と、補助を務める区職員１名がグループに一緒に入り、
ワークの司会進行やタイムキーパーを行い、みなさまの意見交換をお手伝いします。

０８
グループ進行役の紹介
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実行委員/

ボイストレーニンク教゙室

ワンバイブス代表室長

ネイバーズグッド株式会社



回 日程 予定

第８回

前半
令和７年（2025年）

９月２0日（土）

・杉一小移転後の跡地のことを知ろう！
・将来像や跡地のこれからを話そう！

阿佐ケ谷駅周辺と杉一小跡地の将来像や、跡地を一体的に
有効活用する方法について意見交換をすることができた

第８回

後半
令和７年（2025年）

10月26日（日）

・跡地活用のアイデアを紹介しよう！
・アイデアを深掘りし、共有しよう！

前半で意見交換した内容を踏まえ、参加者同士で跡地活用の
アイデアを出し合い、深掘りし、共有することができた

ワークショップの全体スケジュールと予定
０９

ワークショップ
のゴール

杉並第一小学校移転後の跡地活用についてアイデアを出し合い
みんなで共有することができた

テーマ

ゴール

テーマ

ゴール



１０
本日のプログラム

１．開会・挨拶・全体の流れ （14:00～14:10）

２．各グループでの自己紹介 （14:10～14:20）

３．区からの説明１ （14:20～14:35）
ワークショップを始めるに当たっての前提の情報など

４．準備体操ワーク （14:35～15:05）
跡地活用を考える上での“もやもや”を解消しよう

～ 休憩 10分 ～

５．区からの説明２ （15:15～15:25）
跡地活用のアイデアを考える前提条件や参考となる取組など

６．グループワーク （15:25～16:10）
阿佐谷の将来を見据えた 跡地の活かし方を話そう

～ 休憩 10分 ～

７．全体共有 （16:20～16:40）

８．学識者の講評 （16:40～16:45）

９．諸連絡等・閉会 （16:45～16:50）



１１
ワークショップのルール

P o i n t １ 相手の声、自分の声をよく聴こう

P o i n t ２ お互いの違いを楽しんで、学ぼう



１２
各グループでの自己紹介

各グループで１人ずつ自己紹介しましょう

時間：１人１分程度

①お名前、お住まい

②阿佐谷の好きなトコロ（風景・イベント・お店 etc..）



１３
区からの説明１：区からの説明にあたって

杉並第一小学校移転後の跡地活用に向けた検討の取組について

企画課 施設マネジメント担当

区立施設マネジメント計画の理念



１４
区からの説明１：阿佐ケ谷駅周辺のまちの成り立ち

• 明治時代：世尊院本堂や旧杉並村役場が設置されるなど、古くから

杉並の中心として発展してきた。

• 大正時代：大正11年に阿佐ケ谷駅が開業。翌大正12年の関東大震災

後に都心や下町からの流入により人口が急増する。

• 昭和：大部分が戦災に遭わなかったことなどにより、戦後は区画整

理等による基盤整備がされないまま市街化が進む。昭和27年に中杉

通りの南側（阿佐ケ谷駅～青梅街道）が開通、昭和41年に中央線が

高架・複々線化され、昭和56年に中杉通り北側（阿佐ケ谷駅～早稲

田通り）が開通し、現在のまちの骨格が形成された。

• 中杉通りやケヤキ並木の整備、パールセンターの発展などは、地域

の方々の尽力があって実現したものであり、古くから地域主体でま

ちづくりに取り組む気風が見られる地域です。

昭和初期 阿佐ケ谷駅北側から南を望む

昭和25年 中杉通り（阿佐ケ谷駅南側）



１５

地域特性

• 区を代表するケヤキ並木の景観が特徴。イベント、文化

活動、商店街等のにぎわいや利便性と、みどり豊かで閑

静な住宅地が共存した、成熟したまち。

• 区役所等の公共公益施設が多く立地する官庁街（シビッ

クゾーン）。特に災害時等には、杉並区全体の安全を支

える防災中枢拠点となる地域。

課題

• 体系的な道路ネットワーク等が未整備。

• 公共公益施設等の多くが建物の更新時期を迎えている。

• 市街化が進み空地が少ない。

区からの説明１：現在の阿佐ケ谷駅周辺のまちの特性と課題

阿佐ケ谷駅周辺

南阿佐ヶ谷駅の交差点付近



１６

阿佐ケ谷駅等周辺地区では、杉並の安全を支える防災中枢拠点とするとともに、にぎ

わいとみどり豊かな住環境が共存し住み続けたいまちを将来像とした「まちづくり方

針」を平成29年7月に策定しました。

区からの説明１：阿佐ケ谷駅等周辺まちづくり方針の紹介

まちづくり方針の位置づけ

上位計画である『杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）』
を補完するものであり、個別の地区におけるまちづくりへの橋渡しとなるものです。

対象区域と将来のまちの姿

阿佐ケ谷駅北東
地区のまちづくり



１７
区からの説明１：阿佐ケ谷駅北東地区のまちづくり

総合病院と小学校の移転改築に伴う土地利用転換を契機として、防災性と安全性の向上に

資する道路基盤等の改善と、にぎわい・文化・交流・教育・医療などの都市機能を強化し、

あわせてみどりや周辺の住環境とも調和したまちづくりを計画的に推進します。

■主な取組の方向性

①安全・安心：道路基盤等の改善を進め、

防災性・安全性の向上を図ります。

②にぎわい

拠点づくりと回遊性の向上を通じて、駅周

辺にふさわしい賑わいの創出を図ります。

③みどり

みどりの保全・創出とネットワーク化を

進めます。

出典：阿佐ケ谷駅等周辺まちづくり方針



１８
区からの説明１：阿佐ケ谷駅北東地区のまちづくりの取組

総合病院

杉並第一小学校

（開設済み）

移転・改築

阿佐谷地域区民センター
阿佐谷児童館

学童クラブ事業を
改築後の校内で実施

けやき
公園新たな道路

産業商工会館

現在の状況と今後の予定

参考：杉並第一小学校等施設整備等方針

移転予定

現：杉並第一小学校

（開設済み）

これから

産業商工会館
（1965年度建築：築60年）

区における産業の振興発展を図るための施設
です。
産業団体や中小企業で働く方が会議、打ち合
わせ、講習会及び展示会等で利用されていま
す。

阿佐谷地域区民センター
（2022年度建築：築3年）

地域区民センターは地域住民が交流、情報共
有などを通じて、地域の問題解決や活性化に
寄与する「コミュニティづくり」の場です。
共通の趣味や興味をきっかけにグループを形
成し活動をすることで、個々の生き甲斐や学
びを実現する場ともなっています。



１９

杉並第一小学校は土地区画整理事業によって整備された土地（C街区）へ移転します。

区と地権者は、小学校移転後の跡地（A街区）の活用方法を検討しています。

土地区画整理事業区域

区画整理事業施行前

阿佐ケ谷駅

土地区画整理事業の換地（土地の再配置）により、Ａ街区の土地所有割合は、３割弱が区、残り７割は他の地権者

となります。Ａ街区の活用方法は今後、地権者と協議を重ねながら検討を進めていきます。

区からの説明１：阿佐ケ谷駅北東地区土地区画整理事業の取組について

B街区

C街区

区画整理事業施行後

阿佐ケ谷駅

杉一小移転地

総合病院

A街区

杉一小跡地

参考：阿佐ケ谷駅北東地区まちづくりオープンハウス資料



B街区

C街区

杉一小移転地

総合病院A街区

杉一小跡地

２０

区は、杉並第一小学校移転後の跡地について、敷地を一体的に有効活用し、地域の活性化を目的とした公

共性の高い土地利用方法を検討しています。将来に渡って隣接する３つの街区（A・B・C）とその周辺地

域が連携してまちづくりに取り組むことが重要であると考えています。

区からの説明１：区が考える跡地活用の重要な視点等について

跡地活用を考える際の視点

□敷地を一体的に有効活用する

□地域の活性化を目的とした公共性の高い土地利用方法

□３つの街区が連携したまちづくりの取組

まちづくり方針等を踏まえた跡地活用検討の方向性

〇地域の防災性・安全性の向上

〇産業の振興やにぎわいの創出

〇みどりの保全・創出

〇医療・文化・教育の拠点
跡地活用のアイデアを考える敷地の範囲

みどりと調和した
地域医療拠点

商店街周辺のにぎわい
駅周辺の
にぎわい

社寺地



令和６年度
2024年度

令和７年度
2025年度
（現在）

令和８年度
2026年度
（１年後）

令和９年度
2027年度
（２年後）

令和10年度
2028年度
（３年後）

令和11年度
2029年度
（４年後）

令和12年度
2030年度
（５年後）

土地区画
整理事業

総合病院
整備計画
（Ｂ街区）

杉一小移転改築
（Ｃ街区）

杉一小跡地活用
（Ａ街区）

２１

杉一小建設工事

杉一小既設校舎解体

★杉一小移転開設

令和12年度以降
※跡地の活用が可能
になる予定

区からの説明１：跡地活用の検討スケジュール（予定）

B街区

C街区
杉一小移転地

総合病院

A街区
杉一小跡地

配置図

終了認可

基本・実施設計

★総合病院開設

杉並第一小学校跡地活用検討・設計等

既設病院解体

土地区画整理事業施行

総合病院建設工事

検討調査業務委託

今年度はココ
今後の跡地活用検討の具体化に向けて
活用方法の検討を進めています。



２２

跡地活用を考える上での“もやもや”を解消しよう

準備体操ワーク

30分

・①区からの説明を受けて、跡地活用について考えていくにあたっての

想い、気付き、分からなかったこと、もやもやしたことを付箋に書き、

1人ずつ発表し共有しましょう。

・②発表者から出された“疑問” や“もやもや”について、

知っている情報や、知識などを共有し、解消しましょう。



２３
準備体操ワーク：模造紙の使い方（例）

跡地活用を考える上での“もやもや”を解消しよう

話し合ったことを多くの人に共有することが大切ですので、付箋の記入にご協力お願いします。

私の感想

○○○○○○○○

わかったこと
わからなかったこと
もっと知りたいこと

区からの説明に
ちょい足し！

○○○○
○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○

１枚の付箋には、

１つの意見を記載し、

発表をお願いします。



２４
休憩

休憩

（10分間）

杉並第一小学校

会場の後方にまちの模型があります。

「こんな場所があったらいいな」と思いながら、

自由に眺めてみてください。



２５
区からの説明２：跡地活用のアイデアを考える範囲

跡地活用のアイデアを考える敷地の範囲（Ａ街区）

① ② ③

④ ⑤ ⑥
JR阿佐ケ谷駅

①

⑥

⑤

③

④

神明宮
世尊院

河北
総合病院

②



杉並第一小学校跡地の基礎情報

敷地面積 約5,300㎡

用途地域 商業地域

建ぺい率 80％

容積率 600％・500％

高さ制限

最高高さ：40ｍまで

その他
日影規制なし、防火地域

建築可能な規模の想定

延床面積

約26,500㎡

建築面積

約4,200㎡

※参考建物規模
・杉並第一小学校 校舎 約3,800㎡、体育館約540㎡

・阿佐谷地域区民センター約5,000㎡
・河北総合病院 約33,000㎡（HPより）

※建物高さと階数の目安（階高3.8ｍの場合）
建物高さ40ｍは、10～11階建てに相当する高さです
建物高さ60ｍは、15～17階建てに相当する高さです

２６
区からの説明２：敷地（Ａ街区）の基礎情報

※高さ60ｍとする場合は一定程度の公開空地を
設ける必要があります

※公開空地を一定程度設けると、
最高高さ60ｍまでの計画が
認められる可能性あり

※敷地北側・東側の地域には
日影規制あり

詳細は机上資料の都市計画図をご覧ください。



２７
区からの説明２：杉並第一小学校移転後の跡地の立地と周辺の情報

〇JR阿佐ケ谷駅至近の北東に位置し、地下鉄の

南阿佐ヶ谷駅も徒歩圏内の立地である。

〇けやき並木が特徴の中杉通りに面しており、

北側の早稲田通り、南側の青梅街道への

アクセスも良好。

〇周囲には総合病院、小学校（移転後）、神社や

お寺、地域区民センター、複数の商店街があり、

周囲は住宅地である。

〇地域のイベントとしては８月には阿佐谷七夕

まつり、10月には阿佐谷ジャズストリート

などが開催され、多くの人でまちがにぎわう。

〇青梅街道沿いにある区役所、警察署、消防署、

郵便局などの官庁施設等にも近い立地である。

桃園川緑道

総合病院

小学校（移転後）

区役所

郵便局

警察署

南阿佐ヶ谷駅

消防署

世尊院
神明宮

杉一小跡地

青梅街道

早稲田通り
中
杉
通
り

産業商工会館

コミュニティ
ふらっと阿佐谷

阿佐谷図書館

阿佐ケ谷中学校

日本大学第二中学校
高等学校

文化学園大学杉並
中学校・高等学校

杉並学院高等学校

杉並第六小学校

杉並第七小学校

杉森中学校

Ａさんの庭

東京朝鮮第九初級学校

凡例

公園

商店街

杉一小跡地周辺の主な公共施設等

JR阿佐ケ谷駅

阿佐谷中央公園 馬橋公園

阿佐谷地域区民センター

馬橋小学校



①区立施設の老朽化

老朽化した区立施設が数多く
あり、次々と更新時期を迎え
ます。

②区民ニーズの変化

時代とともにライフスタイル
が変わり、施設に対する区民
ニーズも変化しています。

③限られた財源での施設整備
人口減少に伴う区税収入の減少や社会保
障関連経費の増加などが将来的に見込ま
れ、施設整備に使える予算を現在と同様
の水準で確保することが難しくなります。

区からの説明２：区立施設マネジメントの取組
２８

区民との対話を通じ、将来を見据えたまちづくりや地域づくりの視点と
全体最適の視点を踏まえて、新たな施設の整備を検討していきます

〇全体最適・長期最適の視点
・公共施設は区民共有の財産
・現在の区民だけでなく、将来世代の区民も利用
・限られた資源・財源を最大限に有効活用

〇地域住民等と共に考える

・地域住民等と、対話を通じて考える



２９
区からの説明２：地域の方々から頂いた跡地活用への主なご意見の紹介

集会やホール機能など具体的な活用アイデアのほか、

災害時の避難場所としての活用や

小学校のアイデンティティーを残してはどうかなど、

様々なご意見が寄せられています。

他にもこんな意見やアイデアもいただいています

気軽に立ち寄れる場所
があったら嬉しいな

子どもも大人も使える

施設がいいな

阿佐谷にも自慢できるような
施設が出来るといいな



３０
区 長 メ ッ セ ー ジ ： 「阿佐ケ谷駅北東地区の未来に向けて」

○地権者も区もＡ街区にタワーマンションや大型商業施設を整備するという考

えはありません。

○地権者は区と協力し阿佐ケ谷駅周辺の商店街を盛り上げながら、みどり、防

災、医療、文化、教育の拠点を作っていきたいとの考えを共有しています。

○透明性の高い、参加型のプロセスを作り、地権者との連携のもと、阿佐谷の

50 年後、100 年後を見据えて、年月を経てあふれるみどりを生み出し、教育

にも寄与し、阿佐谷独自の文化を彩り、公民が連携・協働していくなど、阿

佐谷の未来を区民の皆様と描きながら共に検討を行い、具体化を図っていき

たいと考えています。

令和６年１月「阿佐ケ谷駅北東地区の未来に向けて」区長メッセージ（抜粋）



３１
グループワーク

45分阿佐谷の将来を見据えた跡地の活かし方を話そう

・ 将来の阿佐ケ谷駅周辺はこうなるといいな、という

まちの全体像をイメージしながら、

「将来の杉並第一小学校の跡地はこんな場所になってほしい」

を考え、理由を含めて付箋に書きましょう。

1人ずつ発表し、グループ内で意見交換をしましょう。

〇 名札に赤色のシールが貼ってある方へ

ワーク後の全体共有時に、グループで出たアイデアの発表をお願いします。



３２
グループワーク：模造紙の使い方（例）

阿佐谷の将来を見据えた跡地の活かし方を話そう

○○○○な未来
だったら阿佐谷に
住み続けたい

将来の阿佐谷は
○○○なまちに
なっていて欲しい

防災性を高める
ための〇〇がほしい

○○を発信する
場所になっている

と良い
地域の防災性・
安全性の向上

産業の振興や
にぎわいの創出

みどりの
保全・創出

3つの街区が連携
文化-医療-教育

の拠点

その他

○○○〇

地域が活性化する
ためには跡地で
〇〇できるといい

みどり豊かなまち
にするため
〇〇したい

１枚の付箋には、

１つの意見を記載し、

発表をお願いします。

話し合ったことを多くの人に共有することが大切ですので、付箋の記入にご協力お願いします。

意見の背景が大切です

ので必ず理由の記載を

お願いします。

グルーピング用
グループ名



３３
休憩

休憩

（10分間）



３４
全体共有

各グループ３分程度で、

グループ内で意見交換したアイデアの発表をお願いします。

テーブルファシリと、区の職員が模造紙をもち、代表の方はその場で発表をお願いします。



３５
講評

矢口先生からの講評

（早稲田大学 創造理工学部 建築学科教授）



跡地活用アイデアシート（検討用）

アイデア：

アイデアを考えた理由や内容の説明など：

絵を描いても
ＯＫです

例：○○ができる場所、○○な人が集う施設、

地域の○○が活性化する施設、

もっとこの地域が○○になる施設

後半に向けてアイデアシートの作成をお願いします

〇跡地活用のアイデアを記載し、後半のワークで発表を

予定しています。

〇おもて面には、アイデアや理由を記載、

うら面の地図は自由に使用してください。

３６

跡地活用のアイデアを考える敷地の範囲（Ａ街区）

JR阿佐ケ谷駅

Ｃ街区
杉一小移転地

Ａ街区
杉一小跡地

Ｂ街区
総合病院

杉並第一小学校周辺地図

［おもて］

［うら］

参考：まちづくり方針等を踏まえた跡地活用検討の方向性
〇 地域の防災、安全性の向上
〇 産業の振興やにぎわいの創出
〇 みどりの保全・創出
〇 医療、文化、教育の拠点

前半の写真はこちら☞
後日、区ＨＰに掲載します

裏面の地図もご利用ください



こ れ ま で の あ さ が や ま ち づ く り セ ッ シ ョ ン に つ い て は 、

右 の 二 次 元 コ ー ド を 参 照 い た だ く か 、 杉 並 区 ホ ー ム ペ ー ジ に て

「 あ さ が や ま ち づ く り セ ッ シ ョ ン 」 と 検 索 く だ さ い 。

①第８回 後半

1 0 月 2 6 日（日） 1 4 ： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0

阿佐谷地域区民センター 第 1 ・ 2 ・ 3 集会室（本日と同じ）

②次回までにアイデアシートの作成をお願いします。

③アンケートにご協力をお願いします。

④名札や筆記用具は机に置いてください。

３７
事務連絡


